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教務部 説明内容

2024（令和6）年度の授業

–授業日程、授業方法

保証人様による学生の学修状況の確認方法

–UNIVERSAL PASSPORT保証人様用機能のご紹介

成績照会、学生時間割照会、掲示板、学生出欠状況の確認

本学における学修支援

–教務部窓口における対応

–リエゾンゼミⅠ～Ⅳ



2024（令和6）年度の授業



2024年度の授業日程と方法

授業日程

–前期：4月8日（月）～7月26日（金）、15回

–後期：9月27日（金）～2025年1月31日（金）、15回

授業方法

–2024年度、約2653科目のうち、オンデマンド授業は約6科目（集中
講義の科目や再履修用の英語など）です。

オンデマンド授業：授業の動画をUNIVERSAL PASSPORTに登録し、それを指
定された期間内に学生が視聴、質問や課題提出を行う様式による授業



保証人様による学修状況の
確認方法



UNIVERSAL PASSPORTとは

東北福祉大学が採用しているポータルサイト

–シラバス検索、履修登録、時間割参照、就職活動報告などを行える。

–休講・補講に関する情報、大学からのお知らせなどもこちらのサイト
にアクセスして入手

–保証人様向けの機能も付帯

成績照会

学生時間割照会

掲示板

学生出欠状況確認



出席状況の確認



成績照会（1）

科目ごとの素点、評価を確認できます。



成績照会（2）

GPA（Grade Point Average：評価の平均点）も確認できます。

GP
（科目評点）

評価 素点
（100点満点）

到達目標の
達成度

4 秀（合格・極めて優秀） 90点～100点 ほぼ完全に達成

3 優（合格・優秀） 80点～89点 十分に達成

2 良（合格・良好） 70点～79点 概ね達成

1 可（合格・最低の合格） 60点～69点 最低限達成

0 不可（不合格・合格不可） 59点以下 達成していない



成績照会（3）
GPA（Grade Point Average）：評価の平均点の算出法

GPA =

「秀」の単位数×4＋「優」の単位数×3＋「良」の単位数×2

＋「可」の単位数×1＋「不可」の単位数×0

履修登録した科目の単位数合計（「不可」「履修放棄」を含む）

GPAの計算式



成績照会（4）



学修状況の確認

UNIPAから、履修登録の様子、出席の様子、1年間の単位取
得状況、GPAの変化などをぜひご確認ください。



本学教務部における学修支援



教務部窓口における対応

教務部は主に授業に関わる全般をサポート

–履修

–資格

–卒業

–講義への出席回数

多くは、「一緒に」確認してほしいという希望をもって窓口に

学生の「不安」に寄り添えるような対応を心掛けている



教務部窓口における対応

配慮が必要な学生と教員の仲介

講義担当教員
教務部職員
教務部教員



リエゾンゼミ

高校から大学への円滑な接続

入学から卒業までの継続的な学びの提供

大学から社会へのつながり

リ
エ
ゾ
ン
ゼ
ミ

履修年次 科目名

1 リエゾンゼミⅠ（基礎演習）

2 リエゾンゼミⅡ（専門基礎演習）

3 リエゾンゼミⅢ（専門演習Ⅰ）

4 リエゾンゼミⅣ（専門演習Ⅱ）



リエゾンゼミⅠ

高校生活から大学生活への円滑な接続

–1クラス約20名、担任、副担任ともに学科教員や職員

–1年生にとっての高校の「クラス」になるよう心掛け、学生同士のつ

ながり、教員と学生のつながりを強化して、大学における居場所
感を高めるようにサポート

–UNIVERSAL PASSPORTの使い方なども一緒に学び、大切な情報

を受け取れない、という事態を生じさせないように工夫。履修の相
談、履修登録のサポート。

–学科行事やクラス行事



リエゾンゼミⅠ

大学における学びの基礎の習得

–建学の精神

–履修登録の方法、大学における成績評価、キャンパスマナー

–大学における学びの基礎

研究・情報倫理、レポートの書き方（アカデミック・ライティング）、プレゼン
テーションスキル、ディスカッションスキル

–防災教育

–キャリア教育



リエゾンゼミⅠ

主な困りごと

–前期

履修方法、履修内容、

友達作り、サークルの選択

一人暮らしの不安、生活スキル

孤独感

–後期

大学生活への慣れ、現実ショック

希望の資格コースへ進めるかどうかの不安



リエゾンゼミⅡ・Ⅲ・Ⅳ

専門性の涵養：基礎（Ⅱ）～発展（Ⅳ）

–専門領域における代表的な理論の理解

–問題点の発見、「問い」をたてる

–「問い」に対する研究手法を決定する

–研究を実施して「問い」に対する答えを導き出す



リエゾンゼミⅡ・Ⅲ・Ⅳ

主な困りごと

–学修に関連する悩み

講義についていくのが難しい

単位が思うように取得できない

–将来に対する不安

思い描いていた進路と現実のギャップ

進路変更

–自分自身や友人関係

アイデンティティのゆらぎ

友人たちとの距離感



リエゾンゼミⅡ・Ⅲ・Ⅳ

リエゾンゼミ
Ⅰ～Ⅳ担当教員

部活・サークル
担当教職員

学生



お問い合わせ先

教務部教務課 ダイヤルイン

022-717-3315

平日9時～17時


